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新 任 の ご 挨 拶

解剖学第一教授 吉 田 成 孝

平成13年4月1日 よ り解剖学第一講座を担当

させていただいています。何卒よろしくお願い申

し上げます。簡単にこれまでの経歴を記しますと、

大阪大学卒業後兵庫県の関西労災病院で麻酔科の

研修医を経た後、大阪大学、奈良先端科学技術大

学院大学 と兵庫医科大学で教育研究を行 ってきま

した。私は福岡県の生まれなので、関西か らさら

に北東へやって参った次第です。大阪大学在職中

にはスウェーデ ンのス トックホルムにも留学 しま

したが、 また、北国に参 りましたのも何かの縁だ

ったのかな とも思います。

はじめに、研究面に関 して紹介させていただき

ます。私は、これまで神経の組織学 を中心 として

神経科学に関する研究を行って参 りました。 もと

もと、細胞外か ら神経細胞に作用する栄養因子な

どの研究を行っていましたが、 ここ数年は細胞外

の蛋白分解酵素(プ ロテアーゼ)に 関する研究 を

行っています。蛋白分解酵素というと、食物の消

化酵素や細胞内の不要になったタンパク質を分解

するといった単に 「壊すだけのもの」 といったイ

メージがあ りますが、実際は体内で欠かすことの

できない大切な働きをしています。例えば、怪我

をしたときなどに出血を止める血液凝固の仕組みは、

血中に存在する12種 類の蛋白性の血液凝固因子

が次々に活性化されるカスケー ド反応によります。

この中の7種 の因子は蛋白分解酵素です。 また、

凝固 した血液を溶かす線溶系にも蛋白分解酵素の

カスケー ドがはたらいています。血液凝固因子の

一つであるプロ トロンビンや線溶系の因子の一つ

であるプラスミノーゲンアクティベータな どは脳

内にも存在し、血液凝固な どとは異なった神経系

に特有の働きをしていることが明 らかとなってき

ています。私たちはもっと脳に特異的な、すなわち、

脳にだけ発現 している蛋 白分解酵素があるのでは

ないかと考えました。そ して、脳の中で学習や記

憶に重要な場所である海馬に非常 に特異的に発現

する新 しい蛋白分解酵素を見いだ しニューロブ シ

ンと名付けました。そ して、ニューロプシンが電

気生理的にまた行動学的に学習記憶などの重要な

生理現象に不可欠なものであることがわかりました。

以上のようにニューロプシンは生理学的に非常

に重要な役割 を果た しているわけですが、疾患に

関連する興味深い知見が得 られ ました。海馬が学

習記憶に重要なはた らきをしているということは

海馬の神経細胞が新たな情報を蓄えやすい、すな

わち、変化 しやすいということです。ところが、

この変化しやすいという性質は両刃の剣で海馬は

てんかんの病巣ともな ります。そ こで、明 らかと

なったのは動物でのてんかんのモデルにおいても

ニューロプシンは不可欠な役割を果たしているこ

とです。 さらに、脊髄損傷などの中枢神経への損

傷が生じますとグリア細胞の一種である希突起膠

細胞に新たに発現 して髄鞘分解などを行っている

という知見 も得 られてきています。 これからは、

ニューロプシンを含む様々な蛋 白分解酵素とこの

様な疾患 との関連を中心に研究を進めて参 りたい

と考えています。

解剖学の講座には解剖学教育 という重要な使命

が課 されています。本稿作成中はまさに解剖学の

講義実習の真っ最中ですが、現2年 生の学生諸君

の真摯な学習態度に講義室や実習室で実に有意義

な時間を過ごす ことができています。ただ、 これ

か らはモデルコアカ リキュラム等にも示されてい

ますように、医学部の解剖学教育にも変化が求め

られています。医師として、医学の研究者として

どの様な教育が必要であるかを考えて、これから

教育内容の取捨選択をしていく所存です。

現在、新内閣の発足と共に構造改革がキーワー

ドとな り、 また、大学改革 もそのスピー ドを増 し

ていこうとしています。私 も、これか らの大学で

の教育研究のあ り方を考えながら、旭川医科大学

の発展に尽力していく所存ですので、重ねてよろ

しくお願い申しisげます。
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散 歩

基礎醸 学講座教授 木 村 昭 治

朝に散歩するのを日課にしている、というと 「ふ

む、規則正 しい生活をしているな」 と思われるか

も知れないが、数年前まではそんな事は全くなか

った。犬を飼うようになってからこの規則正しい(朝

のみ)生 活になったのである。元々娘が世話をす

る約束で飼い始め毎朝夕散歩に連れて歩いていた

のだが彼女がいな くなってか らは私 と女房でその

役をやる事になって しまった。彼女は私より朝 早

く出かけるので 「あんたは朝暇だから朝やりなさい」

と言われ2年 前か ら朝の早い生活 をしている。 こ

ういう契機で始まった散歩は熱の人 り様がない。

ここだけの話であるが出来るだけ短いルー トを選

んでやっている。本来私の思い描 く 「散歩」は周

りを気にせず さっそ うと比較的早く歩 くと言うも

のなのだが、うちのオス犬は家 を出るや否や鼻先

を激 しく鳴らしながら、おそ らくメス犬の通った

後を嗅ぎ回 りそれですっか り興奮してハアハア言

う始末で、一・旦その跡でも見つけようものな らい

くらリー ドで引っ張っても動 こうとしない、首輪

が抜けそうになってもである。犬の散歩道という

ものは大体決まっているようで、あちこちにその

痕跡があり、その都度さきほどの立ち往生をする

ものだから効率の悪い事 この上な く、 これが飽き

もせず毎朝なのである。犬はというと、その痕跡

の上にまたオシッコをふ りかけ、おそ らく嫌 らし

い魂胆でも持っているのだろう。 しかしオス犬は

彼だけではな く、別のオス犬 も同じところに印を

つけるのだろう、彼は翌朝それを嗅ぎつけ、まけ

てはならじと又激しくふ りかけるのである。 こう

いう発展性は如何な く発揮するくせに、肝腎の時

はからきし意気地がないのである。散歩中には愛

犬家(お そ らくオス犬)の 家の前 も通るが姿はな

くとも匂いで判断するのか存在が分か り家の前ま

ではネコのように静かに体 を沈ませなが ら歩いて

いき、そ こから一目散に逃げ去るのである。ある

いは危険を察知するのか突然戻 りはじめようとす
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る。人に対する反応はどうかと言うと遠 くにいる

場合はまず吠える。このときは少し凛々しい。そ

れでも近付いて くると態度は一変する。急にしっ

ぽはふるし、顔もうって変わってしまりがなくなり、

私は無害です、 自由にして下さいとばか りになつ

くのである。非常に卑屈な態度であり、これが人

間だったらなんと情けないか と思って しまう。 ま

た子供の時にどう言うインプ リンティングがな さ

れたのか白いもの特にティッシュペーパーには 目

がない。道路にあれば必ず食べる。何度叱られて

も必ず食べる。ティッシュでな くとも白いものに

は必ず 目がいく。 これには解決策が見つかった。

テ レビか ら得た知識なのだが犬 を叱るのではな く

テ ィッシュを叱るのである。そうすると犬は無視

されるのを嫌 うか らティッシュを投げ出 し、私 を

叱れとばかりになついてくるのである。この事から、

つぎのことが推測された。彼は散歩に対する私 の

心構えにうす うす気付 いていて、彼に対する感心

が薄い事を読み取 り嫌が らせをする事で私の気持

ちを引き付けようとしているのではなかろうか。

そ う考えると先程からそ こら辺を嗅ぎ回っていた

この図体だけでかい生き物は少しは頭を使ってい

るなと感 じるのであった。 こんな事 をしているだ

けでたいした距離を歩かぬまま30分が過ぎてしまい、

そのままシ ョー トカッ トで帰路につく。 これでは

運動にはならんなと反省 しつつも(犬 は反省して

いない)こ れを繰 り返している。散歩の後はただ

寝る。本当によ く寝る。休 日などずっと一緒にい

ると良 く分かる。極めて ぐうた らな生活(本 人に

は自覚がない)を おくっている彼にも美点はある。

彼は平和を愛 し争いを好まない。特に他人の争い

を嫌う。大声で言い争った りするとどちらか片方

に頭をす りつけた り、舐めた りして気持ちをなだ

めようとする。その態度 に感心 していたのだが、

最近気がついた。ただ静かに寝たいだけなのでは

ないか、と。



痛 み の 患 者 さ ん(卒 後10年)

脈 協映 病院 麻酬 加 藤 浩 克

25求(女 性)のSさ ん は5年 前か ら左の膝か ら

ドの脚が痛 くて杖 を使 って い ます。痛 み のため に

尖足 とな り、 以 前は右足 に厚 底ブー ツの よ うな靴

を履いて いま した,,膝 の痛み のキ ッカ ケは関 節鏡

の 乎術 を受 けてか らで した。 痛みが 良 くな る と思

ってr術 を受 けた のに、手術 の翌 日か ら痛み が却

ってひ ど くな りま した。 初め の うちは、 昇術 の痛

みだか らその内良 くな るとllllj親も思 っていま した。

しか し、1ヶ 月経 って も膝 の痛 みは良 くな らず 、

さらには脚 が腫れ て きて松 栗杖 を使わ ない と トイ

レに も行けな くな のま した。 布団が足 に掛 か るだ

けでも痛 いので、足を出 さないと眠れませんで した。

また、Mさ んは52密 の 大⊥ さんです。 倦怠感 と

咳 が続 くた め病院 を受診 した ところ、 「胸 に水が

溜 って いるので管 を 人れて 水 を抜 く」 唄:にな りま

した。 胸腔 ドレー)を 人れ た ときはそれ ほ ど痛 く

なか ったの に、管 を抜 いた 翌 口か ら左脇腹 の痛 み

が徐 々に強 くな り、 オ ピオ イ ドの筋 肉注射 を 口に

何回 か使 用 しな いと、 動けな いほ どの痛み とな り

ま した、,しか し、肺 の 方の病気 は改 善 したか らと

いう 事で退院 させ られ ました、,白宅 に帰 って も痛

みのた めに ・日巾、横 にな っているだ けで、 外出

も出 来ませ ん。お腹 に 力を入れ る と、電 気の よ う

な痛みが 走 ります、,もちろん仕 事 も出 来ません、

整形外科で 骨の検 査 を受 け ま したが、異常 無 し。

外 科で も診 察 を受 け ま したが、 「主 治医 に 見て も

らうよ うに」 と ㎡わ れ るだ けで した,,内 科 の1三治

医 も、 どう して患 音 さんが痛 が って いるのか解 り

ません、,

現在私は、 このような 「慢性柊痛」の患者 さんを、

ペ インクリニ ック外来で診察 させて頂いています,

ii本 のペ インクリニ ックは1962年 に東 大病 院に麻

酔 科外 来が 初めて出 来たのが始 ま りで、 当時 の外

来医長の若杉 文}-u先1=が 、翌年 に関東逓 信病院(現

N'1"1'日 本病院)に 移 一って、各種の神経 ブL1ッ ク

や、 痛みの 治療 を研究 され ま した,,私 は ここで 、

1997年10月 か ら1i「 間研修 させて頂き ました。毎

日150～200人 の患 者さんが 令国か ら来 る外来で診

察 を した り、 レン トゲン室 で レン トゲ ン透 視下 の

神経 ブ ロックを行 った り、週 に 数回は手術(胸 腔

鏡 ド交感神経節遮断術や硬膜外刺激電極埋め込み術、

経皮的髄核摘 出術な ど)を 行い ました。

さて 、 『痛 み は原 因疾患 の ・症状 に過 ぎな い』

とか、 『原 因疾患 の 見当た らな いときは痛 み は患

者の気のせい』 といった誤解がまだ まだあ ります。

先の2入 の患 者さん も各種の検査 を受けま したが、

異常は見つか りませんで した。一部の医療従事者は、

検 査で 異常が 無 いと、痛 が っている患 者さんの ノ∫

が 異常 なので は と考 えた り、患 者さん に直接 「」'J

て しま った りするよ うです。 ゲー ト ・コン トロー

ル理論以降、[痛 み」の研究は確実に進んでいます。

長引 く痛みで苦 しんでいる患者 さんが いました ら、

近 くの専門家に是非相談 して 頂きた いと思います。

所で 、先ほ どのSさ ん ですが、腰 部交感 神経 ア

ル ユ ールブ ロッ クを受 けて か ら、布 団をかけ て寝

られ る様 にな り、厚 底 ブー ツの様な 装 具も要 らな

くな りま した。咋年 結婚 され 、その 後妊娠 したた

め内服薬 はすべて 中1トしま したが、1～2週 ごと

の硬 膜外 ブ ロックは妊娠 中も続 けて行 い ました、,

先H無 事 に元気な赤ち ゃんを出産 さオ1ました。

Mさ ん は初 診時の 外来で肋 間神経 ブロ ックを行

った ところ、 す ぐに痛 みが改善 し、 来た とき とは

別 人のよ うに元気 に帰 られ、そ の後 も強 い痛 みは

出て いません。

最後に学生の皆 さんに推薦図書を紹介 します,1疹

痛 コン トロールのABC」(医 学 書院)と 「痛 みの

文化 史1(紀 伊 国屋書店)で す1,医 学生時代 に是

非読ん で頂 きた い と思 います.(写 真は/4F-11杉先生

と筆者です。)
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L 解剖実習を終えてi一
医学科3年 池 田 祐 一

解剖学実習は全ての医学生が例外な く体験す

る実習である。 多くの友 人がそ うで あった と思

うが、私 も例 外な く、自分の 人生に間違いな く

影響を 与えるであろうこの実習を待 っていたと

思 う。だが初めて御遺体 と向 き合った時、 白分

と1司じ人間を白分が メスを人れるということを

考えると、 大きな 不安 を感 じた。それ と同時 に

私達に解剖学実習の機 会を 与えて ドさった方 々

の意思 に反 しないよ うに令力で取 り組む決意 を

したのを鮮明に覚 えている。

それか ら実習が終わるまで、私 は夢中になっ

て取 り込んだ。長時間御遺体に向 きあうことや、

身につけるべ き知識の膨 大さのため に、肉体的

にも精 神的に も呂:しい時 もあ ったが、実習を通

じて得る人体 の構造への驚 き、そ して時には御

遺体に向きあった時ふ と御遺族の ことを考えた

時1人 の命はその人だけのものではな い。1と

命の重 さについて考え させ られた時 もあった。

この実習の間、私 の毎 日は今まで にないほ どに

忙 しく、今 までにな く有意義で 充実 した 日々だ

った と感 じる。 どんな言葉や文 章か らで も学ぶ

ことができない多くのものを学んだ 日々だった。

そ して今年9月 に行われ た慰霊祭には、御遺

体 の御家族が多数 い らしてお り、御遺体 の生前

の 人生を実感 し、数 多くの方々の御理解 の ド、

私達 は医師にな るために必 要な機会を 与え られ

たのだ とい うことを痛感 し、感謝の意 で胸が ・

杯 にな った。それ と同時に、御遺体の生前の医

学 の発展 を望 むという御意志 は私達の胸に託さ

れた のだ とい うことを改めて感 じず にはい られ

なかった。

私 はまだまだ 未熟な医学 生で、 ・人前の医師

になるために、多くの人に助けられ、支え られ、

多くのことを学 んでゆかなければな らない。 大

学 に人学 して{年 とい う折 り返 し地点 に 、1.!_った

わけだが、そ ういった 人々に対する感謝の念と、

立派な医師にな るという決意 を再確認 して、 自

分の選んだ道を歩いていきたい。

解剖実習を終えて 」
医学科3年 佐 藤 陽 子

私達の解剖実習は、医学 部に入学 して2年 目

の秋か ら始 まった。初めて御遺体 を前 に した と

きの敬慶な気持 ちを今も覚 えている。御遺体 に

触れるごとに、 これか ら医師 になるのだ とい う

気持ちが強 くなった、,いつもは賑やかな クラス

メイト達 も、実習中は緊張 した而持 ちで メスを

握 っていた。 実習室では、静かで どこか異次 元

にいる感 じが した。

解剖実習の約半年間、共同実習者である須藤君、

関さん、大膳さんと、毎回解剖実習を始める前に、

御遺体に 「お願 い します」 とrを 合わせた。そ

の度 に、御遺体がどのような気持 ちで献体を決

意 したのだろうかと考えた。医大に入学する前、

h切 な 人か ら 「献体 をしようか と思 うのだけれ

どどう思 うか」 と相談を受 けた ことがあった。

その時私は反対した。しかし、解剖実習を終えて、

御遺体を通じて医学生が 「人体の仕組み1や1死 」

を理解 し、それが医学の進歩 につなが り、不治

の病 で呂;しむ 人々の助けになる 呵能性 があるこ

とを知 り、あの時賛成するべ きだ った と思 って

いる、,

解 剖実習では、講義や教科 書を超える知識だ

けでなく、 入間として必要なものを得た。例えは、

人体 の複数かつ精巧な構造 に感動 した こと、皆

で協力 して物 事を成 し遂げ てい く達成感や チー

ムワークである。 ほぼ毎 日実 習があったため、

御遺体、先生方や共同実習者と過ごす時間が長 く、

共にいろんな経験 を共有 した。 これ らの経験は

周 りの人の支えによって成 り立っている。

慰霊式で御遺族 の方 々の姿を 見て、 改めて解

剖実 習の重みを感 じた。 御遺体 の人生や意思 を

いつまで も心に持 ち続け、 これか らの学生生活

を送 って いきたい。最後に、故 入、その御遺族

の方 々、第1解 剖学教室の先生方 に感謝の意 を

表 します。あ りが とうございました。

S



クラブ今昔(水 泳部)

医学科5年 田 ロ 昌 延

水泳 部の歴 史は意外 とriボく、C)B・C)G名 簿では

第9期 生の坂本洋一・さんか らの記載があります。

顧問は産婦 人科学講座教授の石川睦男 先生にお

願い してお ります。 許の水泳部に関 して僕の見

識はあ りませんが、顧問の言葉をお借 りすると、

大会では大学 人学以前よ り水泳 の トレーニ ング

を受けた学生がたまに入賞から優勝する具合で、

従 って以 前は この水泳部は他の スポーツ クラブ

と掛け持 ちで、 もっぱ ら体 力を増強する 目的で

入部 しているよ うな状況だったそ うです。僕が

人部 した 当時は部員こそ少ない部活で したが、

ア ッ トホームな雰囲気があ り、マ イベー スに活

動 に参加す ることがで きま した。 先輩達 もや さ

しく、とてもよくしてもらったのを覚えています。

現在の水泳 部は練習は週3回 で市内のプール

の 専 用 コー スで行 わ れ て い ます 。 こ こ数 年 で 部

員数 が大 幅 に増 え、fr事 や イベ ン トの機 会 も 多

くな り、練習 も以 前よ りメリハ リが出てきま した。

また初 心 者の指 導 も行 われ るよ うにな り、 口々、

部 員の技 術 は 向上 して い ます 。 大 会 に も積極 的

に参加 して お り、L位 に 人賞 す る 部 員 も数 多く

な り、 他 大 学 か らも(ち ょっ とだ け)注[さ れ

て い ます。

そ して 今 も昔 も変 わ らな い こ とは 「部 の活 動

は強 制 しな い」 と い う ことで す。 だ か ら部 員は

泳 ぎた い 時 に泳 ぎに 来 る し、 酒 が飲 み た い と き

に酒 を飲 み に来 ますnと い って もバ ラバ ラ と い

うわ け で はな く、 きち ん と した秩 序 が 保 たれ た

い い部 にな って い ると思 います。

水 泳 は個 人種 目 と思 わ れ が ち です が 、 本 当は

とて もチ ・一ム ワー クが 大切 な スポー ツなのです。

練 習 で も 大会で も常 にチ ー ム を意 識 して活 動 を

して い ます 。 そ して最 後 に ・誌。 水泳 をす る人

に悪 い 人は いな い(と 思 う)。

クラブ今昔(大 東流合気柔術)

医学科4年 橋 崎 友 美

小 さい頃、 こん な遊び を した 事があ りますか。

1、'11った位 置 か ら足が 動 い た ノ∫が 負 け 」 とい う

ル ー ル で向 か い 合 った 相 手 とrを あ わ せ て押 し

あ う とい うゲ ー ムで す。 初 め はた だ 押 して い る

だ けで した が 、慣 れ て くる と相 手 の 様fを 伺 っ

て レ 瞬 早 く攻 撃1「 押 して きた らわ ざ とlfを

抜 く」 といった テ クニ ックも生み出 され ま した、

この ゲー ム の 要領 で攻 撃 して きた 相手 を 「お

っ とっ と」 とふ らつ かせ て、 間 髪 入れ ず に投げ

た り関 節技 をか け た りす るの が 合気 道 の技 の 流

れ です、,

こ う表現 す る と簡単 そ う に思 わ れ るか も知れ

ませ ん が、 状 況 が 変わ り相 丑が 変わ る と技 のか

か り具合 も変 わ って しま うの で 各々研 究 しつ つ

練 習 して い くとい う奥深 い スポ ー ツです,,

攻 撃 をか わ して 身 を守 る武 術 な の で 試 合は あ

りませんが、六大学 ヒ団体が参加す る学!上演武

大会や 小樽商科 大学 との交流 会へ向けて練 習に

熱が入 ります。 また、OBで 我が部の創設 κでも

ある星川義 人先生 との帯広での練習は緊張感が

あ り心地良いです、,

私達の部活で特徴的な事は 人部 した時には金

員初心者だった という点です。受 け身 もままな

らずマ ット運動の前転の様な練習から始めますが、

いっの開にかふわ りと受け身を とる爽快感が隠

れた楽 しみ となっている事に気付くはずです。

少しで も興味の沸 いて きた方 は、体育館 奥の

武道場 まで遊びに,rて ドさい。 全身運 動で体を

ほぐしつつ、歴史あ りなが らもむ しろ新鮮なltl

武道の 世界に ・緒に浸ってみ ませんか、,

最後にな りましたが 支部長0)星 川先生、 日頃

ご指導下 さっている横浜洋也先生、私達の活動

を温 か く見守って下 さっている顧問の林要 喜知

先生と合気道部OB・OGの 先生方、今後 とも変

わらぬご指導の程、よろしくお願 いいたします。



クラブ今昔(美 術部)

医学科4年 児 島 竜

「クラブ今昔」 とは言え、 自分は この部の昔

を知 らない。 自分は中高 と油彩 を知 らず、教師

と画材 を求めて美術部入部を決めた。 しか し入

学当時は連 日の訪問にも拘 らず部屋に諸先輩の

姿はな く、入部自体はどうにか果た したものの、

独 り水彩 を描 いて一年 目が経過 した。

翌年悟 って部の画材 を無断借用 し、独学で油

彩を始めたところ、 ここに至 って2年r.の 先輩

が部に姿を現して、学園祭での展示を復活させる。

これでなんとか息 を吹き返 し、以降は新た に部

員も入って、現在細々と活動を行っている次第だ。

現六年生となった先輩か ら漏れ聞いたところ

によれば、美術部 も設立当初は学祭だけでな く

病院展示を行ない、市内展示会 を目指す活発な

部であった らしい。 しか し創立 メンバーの卒業

と共 に瓦解、連絡 の悪 さも手伝って、その過去

の栄光を知 るのは最早件の先輩只一・人となって

いる。

現在唯一の活動は学園祭で の展示で、作品数

が少ないため部外 にも例年出品 を請い願 い、 ま

た華道部様 との合同によ り行 っている。今年は

場所 も看護棟 に移 り、増 々影が薄 くな った感 が

ある。

展示内容 は幅広 い。絵画のみな らず塑像やオ

ブジェな どの立体、陶器など焼き物や人形製作、

今年 はCGや 風景写真な ども出品された。 要する

に何で もあ りで、出 したいものを出している。

結局美術部 とい うのは、部 として何か を行な

うところではな く、個 人活動の集ま りで ある。

部員勧誘す らほぼ行 なわな いので、学内 には我

が部の存在 を知 らぬ者もいよ う。個 人的 に、入

部によ り得た ものがあるとすれば、部室、つま

り画材や入門書、美術書その他の使用権 とい う

もの、そ して学祭展示 という締 め切 りである と

思う。

現在 各学年に約一人の部員がいるが、相変 ら

ず部 内連絡は悪 く、二年後には廃部だろ う、 と

いうのが実状だ。またそれも良し、と思うのだが。

クラブ今昔(酬Aボ ランティア同好会)

看護学科3年 酒 見 佳 奈

私たちA.V.Aは 、ボランティアのサークルです。

障害のある方や疾患を持 ちなが らも在宅で生活

をしている方々 と直接触れ合 って、車イスを押

した り、外来受診時のお手伝 いを した りといっ

た事を しています。病気 と闘いなが ら生活 して

いる本人や、 その方を取 り囲んでいる家族 をは

じめ、医療関係者の方 々との接触 もあ ります。

創設当時は1人 の女の子 の外来受診時のつきそ

いを行 っていま した。車 イスを組み立てた り、

サ クシ ョン(吸 引)の 準備 をした りといった事

が主な活動で、2週 間に1度 行 って いました。

現在では、部 員数の増加 と、部員の もっ といろ

いろな人と関わ りをもちたいという気持ちから、

3人 の方々のお手伝 いを行 うまでにな りました。

私たちは、 このA.V.Aを 通 して とて も貴重な

体験 をしていると感 じて います。学校での講義

ももちろん大切です。 しか し、実際 に自分で体

験 してみなければ分か らない事、体験 して初め

て気 づける事の多さを活動を通 して実感 してい

ます。車イスを押す事1つ に して も、注意す る

点が多 々あ り、 また 自分の援助技術の未熟 さを

痛感す ることができます。毎 回お手伝 いに行 く

たび に、得る者が あ ります。 自分 自身について

振 り返 る事 もできます。私たちは、A.V.Aは ボ

ランテ ィアのサー クルであるといっても、本当

は私たちが学ば され る事 が多 く、その事 は今後

医療職 に就 こうと考えている人にとってはプ ラ

スになる事ばか りです。

これか ら先、 もっと多 くの方 と関わ りを持ち

たいと考えています。 そ して、1人 でも多 くの

人にこの貴重な体験をして欲 しいと思っています。

興味のある方は是非一度見学に来てみて下さい。

最後 にな りま したが、A.V.Aを 暖か く見守っ
ヒラ

て下 さっている顧問の平先生 には大変感謝 して

お ります。

一7一
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旭川医科大学に入学して1

医学科第2学 年 小 野 方 正

大学 か ら送付 された[程 表

平成13年10月1口

840～ ガ イ ダ ン ス

7030～ 入 学 式

1110～ 解 剖 学 講 義

1320～ 角翠音q学実 習

「何 こ れ?入 学 式 の 後 に 実 習?

解 剖?1私 の 反 応 で あ る,医 学 部 の 解 剖 学 で あ る 以

i、 当 然 材 料 は カ エ ル や ラ ッ トな ど で は な く 、 大 型

ホ 乳 類 ヒ ト で あ る.解 剖 の 必 要 性 は ト分 理 解 で き

る … しか し 、 何 も 初 口で な く て も ….本 物

の ヒ トを 前 に し て 、 は た して 私 は どれ だ け 動 揺 す る

の だ ろ う か 。 ・抹 の 不 安 を よ そ に1〔〕月1目 は や っ

て 来 た.
,・,一一
f:院 で 生 物..,.一;.を学 ん で い た 私 は 、 就 職 を 意 識 し

始めた 矢先にケガをした.そ して産 まれ て初めての

入院と手術 … そ こで(少 々安 易な思 考だ と自覚

しつつ も)思 った 「医療は素晴 らしい」 ど,こ れが

私 が医学 を志す ようになったきっかけである,,そ 劇

か ら数年経ち、学士編 入学 という形で旭川医科 大学

に入学す ることがで きた,、できれば北海道 に根付 き

たいと思 っていた私 には願 った り叶った りである。

その一方で、 この選択が決 して楽な ものではない と

いうことも白覚 している。 ともあれ、せ 一っか く 手に

入れたチ ャンスである。実現すべ く、 口々精進 して

いく所存である。 また、そう した中で、 これ まで学

んだ事柄 を活か し、 「私 らしさ」 を出 していきたい

と 考えている,,

さて、10月1口 のその後であるが、ご遺体(女'1"1:)

との対面は、我なが ら驚 くほど平静であった.し か

し、[兀 か ら覗 く白い歯を 見るごと日増 しに彼 女が

以前 して いたで あろう日常 生活が連想 され、心穏か

ではいられな くな った。彼 女に感謝 しつつ、 まず は

至近的 日標 として、彼女か ら学べ るものを た切に し

た い.

研 究 室 紹 介

耳鼻咽喉科助手 今 田 正 信

耳鼻咽喉科学講座は原渕教授以 ト、助教授1名 、

講師1名 、助f6名 、医員1名 、研修医4名 、 大学

院生4名 の㎡il8名 で紺織されています。研究 と臨床

と教育が 教室活動の大きな柱であり、 しか も 『研究

と臨床は'"い にフ で一 ドバックするものでなければ

な らない』 をモッ ト・一にして日夜努))し てお ります。

原渕教授は皆 さんご存じの持ち前のバイタリテt一

で教室 員の先頭に、且!1ち指導 を行っております。以 ド、

当教室の研究テーマ とその内容 につき述べさせてい

ただきます。

1,頭 頸 部悪性1匝瘍の分1`生 物学的、ウ イルス学

的解析

頭頸部扁'1/1波 癌にお いて免疫組織学的r法 を用

いp53変 異、apot()Sltiilldex等 を解析 し、従来のT

MN分 類では 不日∫能な予後判定因1なの解析 を行って

いる。 これ らを臨床の場 に応用 し個 々人に対するオ
ー ダー メー ドの癌治療を確立 しようと試みている。

2,反 復性中耳 炎に対する細菌免疫学的、分子生

牛勿学白勺角牟生斤

反復性中耳炎に対して診断基準を確立 し、ll常 の

臨床検 査スクリーニ ング法として実川化す ることを

]的 として研究中である。

:3,扁 桃炎 ・中耳炎に対す るワクチン療法の開発

イシフルエ ンザ菌P6蛮 自の抗原性を決定 してい

るエピ トープを解析 し、そのエビ トープを含んだ 合

成ペプチ ド「-体 のワクチン抗原 としてのr∫用性を

動物モデルを用いて解析中である.

4,扁 桃の粘膜免疫機構と病態の解明

扁桃病巣感染症の 口蓋扁桃の病理学的特徴と術後

経過(術 後改善率)と の相関に関して検討 を行 ・一)て

いる。相関が認め られれば、術前に手術後の改善程

度をra則 することがuJ能 とな り、あまり有効な検 査

のない本疾患 においてイ1'効率 をisさ せる ことが ロ∫

能 となる。

5.喉 頭機能障害に対する機能的電気刺激0)応 川

中枢および末梢神経障害な どによ一/て引き起 こさ

れ た種 々の喉頭機能障害 を運動補助FESを 川 いて

改善する ことを1月旨し、主 に実験動物を川いた研究

を遂行している.こ の研究を発展 させることによ り、

反回神経麻痺な どによるll乎吸、気道反射、嚥 ド、発

声が障害 された患 者の1喉頭機能の改 善に応川する こ

とが期待で さる。

6,人 口内耳治療に対する神経反応テ レメトリー

の応用

神経反応テ レメトリーは 人工内耳の蝸牛内竜極を

刺激電極のみではな く記録電極 と して用いることが

ある.神 経 反応テ レメ トリーで得 られる聴 神経活動

の閾値は、刺激によ り誘発 され る聴神経の神経活動

を客観的に評価できる指標 とな り、特に先 天性難聴

や幼少児の人工内耳治療に役立つ ことが期待 されて

いる.

7,ヒ ト1呼気中の一酸化炭素の生理学的意義につ

いての研究

耳鼻咽喉科、応用生理学、策一内科 と共同で研究

を行っている。一酸化窒素の持つ種 々の生理学的機

能の うち、1〔IL管拡張作用 と、綿 毛機能を促進 させる

作用に看目し、慢性副鼻腔炎、 ア レルギー一性 鼻炎な

どに対する新 しい新薬開発を目指 して研究中である,,

㌔ 曇輪耀1罰
〆穐

、
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氏 名 斉 藤 祐 輔

所 属 内科学第三講座

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言 本年6月 より本職

を仰せつか りまし

た。研究分野は消化管癌の診断及び治療、特に

早期癌に対する内視鏡治療を主体に行ってまい

りました。病院の移転、リスク管理、卒前 ・卒

後教育システムの構築など、遂行すべき実務が

山積 し、会議の多さにも驚きました。ただ、他

科の先生方から御協力、御教授を戴くなかで こ

れら業務の重要性を痛感 しております。将来の

医療情勢の急速な変化に対応できるような柔軟

性を身につけるよう今後 とも努力する所存でお

ります。宜しくお願いいたします。

氏 名 松 田 光 悦

所 属 歯科口腔外科学講座

出身大学 城西歯科大学

ひ と 言1980年 、大学卒業

と同時 に本学 歯

科口腔外科に入局し、以来いくつかの病院歯科

口腔外科での トレーニングを経て、現在にいた

ってお ります。最近の10年 間は口唇裂 ・口蓋裂

の治療に専念 しており、また研究面では顎骨再

建を日的に骨移植の基礎的研究か ら始まり、現

在骨の再生能力を応用する顎骨延長の研究に励

んでお ります。近年、医学教育の抜本的改革が

進むなか、医科 と歯科の橋渡 し役である口腔外

科としての医学部学生教育の必要性かつ重要性

を痛感しており今後さらに努力いたす所存です。

一= 一一===========================コ

氏 名lh崎 浩

所 属 寄生虫学講座

出身大学 佐賀大学大学院

ひ と2001年4月 に本学

に赴任 いた しま

した。人畜共通寄生虫症の遣伝子 ・血清診断や

寄生虫タンパク質分解酵素の構造 ・機能解析な

どを手掛けています。国際医療協力の一環 とし

て、南米や東南アジアの寄生虫症流行地にも機

会があれば足を運んでいます。本学では、エキ

ノコックス症と有鉤嚢虫症という地球的規模で

狙狐をきわめ、年々その流行が深刻化 している

寄生虫症にも取り組むことにな り、張 り切って

います。また、研究 ・教育の合間に、すば らし

い北海道の自然と接することが楽 しみです。

～1
勅 僻 掌 簡

田 ・ゴ

平成13年 度医学科

第2年 次後期編入学者名簿

腿 蒙 ∵ 聖 潔一・

、キ
裾

寧鵜
噸鞭

穿 蝉
嗣
ー

内田 司 薬師 義弘 大谷 晋吉
小野 方正 高山 幸子

「か ぐらおか」 表紙写真 の募集

本誌 「かぐらおか」 の表紙写真を学生 ・教職員

の皆様から募集いた します。写真に興味のある方、

気に入 った写真をお持 ちの方、応募 をお待ち して

います。

学生証番号(教 職員にあっては所属)、 氏名、

題名を記入して、学生課に随時提出 してください。

採用者 には、謝金を支給 します。

不明な点は、学生課の広報誌担当専門職員まで、

お問い合わせください。(広 報誌編集委員会)

一9一
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一
本学名誉教授

石橋 宏氏(75歳)

には、平成13年11

月20日(火)午 前

10時57分 ご逝去さ

れました。

同氏は昭和50年

4月1日 に法医学講座初代教授 として

就任され、曜和59年11月1日 から昭和

60年6月30日 まで附属図書館長、昭和

60年7月1日 か ら昭和62年6月30口 ま

で教育研究 ・厚生補導担当副学長に就

任し、平成4年3月31日 停年によ り退

官されるまで永年にわたって、教育 ・

研究に従事 し、本学の発展に多大な貢

献をなされました。

特 に、学術研究面では血液型 ・血清

型の遺伝や骨の人獣鑑別など、主 とし

て法医個人識別 の領域を専門 とし、そ

の優れた研究業績は高 く評価されてお

ります。

ここに謹んで哀悼の意を表します。

[====二]璽 一==一 一一一
平成13年 度解剖体慰霊式が9月26日(水)午 後1時30分 か ら本学

体育館において執 り行われました。

本年度の対象御遺体は、系統解剖31名 、病理解剖31名 、法医解

剖97名 で、慰霊式においては、諸霊の御霊に対しご冥福をお祈 り

するため黙とうが行われ、引き続き久保学長 と学生代表(医 学科第

3学 年 谷 智文)か ら追悼の辞

が述べられました。

その後、御遺族と御来賓の方々

及び教職員、学生の代表か ら献花
が捧げられ、亡くな られた方々の

御威徳を偲びご冥福を祈念 しまし

た。(庶 務課)

一 一

復 職
辞 職

〃

〃

〃

昇 任
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職
任
用
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〃

〃
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昇
採

13.9.1眼 科 助 手

1:i.9.30皮 膚 科 助 手

〃 脳 神 経 外 科 助 手

〃 脳 神 経 外 科 助 手

〃 歯科 口腔 外 科 助 手

13.10.1生 理 学 第 一 教 授

"皮 膚 科 助 手

〃 脳 神 経 外 科 助 手

〃 歯科 口腔 外 科 助 手

13.10.15基 礎 看 護 学 助 手

13.10,31内 科 学 第 二 助 手

13,11.1放 射 線 科 講 師

13.11.1脳 神 経 外 科 助 手

石子 智1:

坂井 博之

広島 覚
渡邉 剛助

佐々木雅彦

高井 章
中村 哲史
山本 和秀

藤森 真樹

福田ちなみ
和田佳結利

峯田 昌之
加藤 宏一

「一======一

忽
臨床看護学講座

新 開 淑 子

いつの時代でも、若者たちはそれぞれの青春をT探

りで、あたかも綱渡 りのごとく生きているものであり、

私 自身も決 してその例外ではなかった。 しかし最近の

学生を見ていると、何か違和感を感じずにはいられない。

自己の内面と外面とが円滑なつなが りを失い、その矛

盾か ら破綻をきたす若者は これまでにもいたが、最近

はその質が異なっているよ うに思われる。そのいくつ

かをタイプ別にみてみると、①不平不満をあたかも自

己の正当性を主張するかのように訴えるタイプ:一 見

自主的であるかのように見えるが必ずしもそうではない。

自ら考え 工夫することをせず、解答ばかり求め、自分

にとって都合がいいよ うに解釈 して しまう。価値観の

多様化とマニュアル化にならされた弊害かもしれないが、

不確実な世の中においては、自己を見失う危険性が高い。

②自分が出せず、自分が持てず、自分を肯定できな

いタイプ:「 まわ りの目」 「世間の目」を過剰に気にし、

極端に孤独を恐れる。まわ りに合わせることが第 義

で自分を出さないでいるため、次第に本当の自分がわ

からな くなって しまうのである。 「よい子志向」の弊

一 コ
害であると考える。親の期待に応えようと親を喜ばせ

ることばかりにとらわれ、 自分が育たないままきて し

まった ことが要因の ・つであろう。

③自己統制不良タイプ:感 情面の統制や他者への配

慮を欠き、 自己中心的で対人関係にひずみをきたしや

すい。また彼らの行動は衝動的で予測不能である。多

くの場合、パーソナリティの形成過程に生じた歪みが

影響していると言われている。

学生への違和感として列挙 してみたが、何も学生だ

けの問題ではない。要は周 りにこういうタイプの人が

増えていることへの違和感なのかもしれない。違和感

だけで済むなら問題はないだろう。しかし③のような

タイプは、どのような場においても自己の正当性を主

張 し、そのためには手段 を選ばない。従ってこちらの

対応も予測がつけられず、心理的ス トレスは大きくな

るばか りであるO相 手が学生であれば、責務上、問題

に直面 し解決策を講じる努力も惜 しまないが、そうで

なければできれば避けたい。自己保護の立場か ら言っ

ても、そういう人には接触 しないのが一番いいのだが、

そうばかりもいっていられない。 「人生とは、次か ら

次へ与えられた悩みや問題 にどう答えるか、そこか ら

何 を気づき何を学ぶかが試される"試 練の場""修 業

の場"で ある。」 と説く人もいる。 またナチスの強制

収容所での体験を基に"逆 境の心理学"を 唱えたヴィ

ク トール ・E・ フランクルは 「どんな人のどんな人生

にも意味がある。」 と言っている。若輩者の私にとっ

てlll積みされた課題は人きいが、一つ一・つの課題を乗

り越えていくことで得られる自己の成長を信 じて、こ

こでもう少し頑張ろうと鞭打つ今日このごろである。
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